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あらまし ある現象の理解を深める際，現象のシミュレーションであるMW (MicroWorld)を用いて現象を擬
似体験させることは有用であるとされている．また，あるMWを体験し理解させるだけでなく，そのMWから






ラフを提案し，この枠組みに基づいて，(b) 隣接する二つの MW 間の移行に伴う課題（タスク）を抽出する機
能，及びそれに関する説明を生成する機能の実現手法を述べる．
キーワード マイクロワールド，Increasingly Complex Microworlds (ICM)，漸進的知識獲得，モデルグラ
フ，マイクロワールド間タスク
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2. 関 連 研 究
ICMに基づく漸進的学習を支援する SLEは，これま
でにもいくつか開発されてきた．例えば，QUEST [8]















































































































（注2）：Falkenhainer らによる議論 [17] に基づき，独自に再分類した．
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目 (m1)～(m5) を用いて記述される．MW 間タスク
の記述には，移行すべきマイクロワールドへのポイン
タが含まれる．
3. 2. 2 マイクロワールドの組織化
前項のように記述されたマイクロワールドの組を組
織化するための枠組みとして，マイクロワールドグ





























































ストーンM1 は，位置 x0 においてプレイヤーにより
初速度 v0 で投射され，位置 x1 に置かれたストーン
M2 に衝突するまで氷上を右方へ滑走する．ただし，
氷上の摩擦が無視できず，十分な初速度が与えられな






Fig. 1 Curling-like problem.
図 2 カーリングに似た状況のマイクロワールドグラフ









































（注3）：1. v10 と v
2
0 は，摩擦係数の値がそれぞれ μ1 と μ2 であると
きに，衝突が起きるための M1 の最小の初速度である．
2. 区間 [ x0 , x1 ] における摩擦係数の値が ε よりも小さい/大きいと
き，摩擦力を無視できる/できない．
3. アスタリスク (*) が右肩に付されているタスクは，移行すべきマイ
クロワールドへのポインタをもつ MW 間タスクである．
4. 各 MW において，(m2)，(m3) 及び (m4) 間の因果関係は明示的
に記述されているものとする．
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図 3 パラメータ修正規則 (1)(2)

















































































Fig. 5 Graph of MicroWorlds.
図 6 パラメータ修正規則 (a)(b)
Fig. 6 PC-Rules (a)(b).
あるマイクロワールドからの移行先の候補と，各々に






図 7 出力結果 (1)





（注5）：aA，aB は，それぞれ質点 A の加速度，質点 B の加速度であ
る．滑車 Q の加速度は α である．
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図 8 出力結果 (2)
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